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学術研修会のご案内 

 

謹啓 

会員の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて、宮臨技学術部血液部門と一般検査部門では下記の内容にて合同研修会を

開催する事となりました。 
 血液分野と一般検査分野は、細胞観察において共通する点が多々あります。

今回の研修会は体腔液に焦点を当て、体腔液の基礎から細胞分類の仕方を学習

することを目的とし、個人のスキルアップとともに両部門の連携につながれば

幸いです。つきましては、大変お忙しい事と存じますが多数ご参加下さいます

ようご案内いたします。 
謹白 

 

 

記 
 
研修会名：   宮臨技血液部門・一般検査部門合同研修会 

『 May-Grunwald  Giemsa染色で全身を見る 』 
 

会  場：  東北大学医学部臨床中講堂 

日  時： 平成 29年 12月 16日(土) 14：00～17：00 (受付 13：30～) 
 

【内容】 

 講演 1  14：05～14：50 

   「 体腔液が届いた時、何を考えるか 」 

         東北大学病院 診療技術部検査部門 金沢 聖美 技師 

 講演 2  14：50～15：30 

   「 May-Grunwald Giemsa染色で分類できない場合 

-フローサイトメトリーの見方・考え方- 」 

         東北大学病院 診療技術部検査部門 大久保 礼由 技師 

――――――――――――――休憩―――――――――――――――  

講演 3  15：45～16：45 

   「 一般から血液検査につなぐ体腔液検査 」 

         弘前市立病院 臨床検査科 石山 雅大 技師 

 

参加費  ：会員 500 円、非会員 1,500 円、学生無料（学生証を提示してください） 

生涯教育認定：専門 20点（必ず技師会会員証をご持参ください） 



日頃、体腔液検査で悩んでいることを募集いたしますので、下記アドレスへ

お寄せ下さい。 

 

担当部門及び連絡先  ：  東北大学病院 検査部  菅原 新吾（血液部門） 

               TEL：022-717-7381 

               E-mail：bloodragonquest@gmail.com 

         

会場：東北大学医学部 

 臨床中講堂 

東北大学病院 

地下鉄：北四番丁駅 


